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令和４年度 食料・農林水産業・農山漁村に関する意識・意向調査 

農業における女性活躍に関する意識・意向調査結果 

 

 

 

 

 

 
 

【調査結果の概要】 

１ 個人経営体 

(1) 現在の農業経営への関わり方 

女性農業者の現在の農業経営への関わり方については、「共同経営者として関わって

いる」と回答した割合が全体の33.0％と最も高く、次いで「パートナーやその親族等が

経営を行い、必要に応じて意見を述べている」（25.0％）の順であった。 

男性農業者の現在の農業経営への関わり方については、「経営者として関わっている」

と回答した割合が全体の87.6％と最も高く、次いで「共同経営者として関わっている」

（5.0％）の順であった。（詳細は、統計表の１(3)及び２(2)参照） 

 

図１ 現在の農業経営への関わり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： 表示単位未満を四捨五入したため、内訳の計が100.0％とならない場合がある（以下同じ。）。 

  

令和５年７月31日公表 

 本調査は、個人経営体の経営主及びその配偶者の女性農業者 4,000 人、男性農業者 4,000 人

（共に65歳未満で自営農業に年間150日以上従事している者）及び団体経営体1,500経営体を

対象として、令和４年12月中旬から令和５年１月下旬にかけて、農業における女性活躍に関す

る意識・意向について調査を実施し、個人経営体の女性農業者 1,693 人及び男性農業者 1,842

人並びに団体経営体811経営体から回答を得た結果である。 
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(2) 現在の農業経営における部門別の関わり方 

女性農業者の現在の農業経営における部門別の関わり方については、「生産部門」と

回答した割合が全体の93.3％と最も高く、次いで「会計部門」（32.8％）、「販売部門」

（29.9％）の順であった。 

男性農業者の現在の農業経営における部門別の関わり方については、「生産部門」と

回答した割合が全体の98.3％と最も高く、次いで「販売部門」（48.4％）、「事業計画

作成」（45.3％）の順であった。（詳細は、統計表の１(4)及び２(3)参照） 

 

図２ 現在の農業における部門別の関わり方（複数回答） 
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(3) 女性農業者の研修会への参加状況 

   女性農業者の行政や農協等の農業関係機関が開催する研修会への参加状況について

は、「参加したことがある」と回答した割合が35.6％、「参加したことがない」と回答

した割合が58.8％であった。（詳細は、統計表の１(7)参照） 

 

図３ 女性農業者の研修会への参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 女性農業者の農業者グループの活動への参加状況 

   女性農業者の地域の農業者グループの活動への参加状況については、「参加している」

と回答した割合が25.8％、「参加していない」と回答した割合が71.1％であった。（詳

細は、統計表の１(9)参照） 

 

図４ 女性農業者の農業者グループの活動への参加状況 
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(5) 女性農業者の研修会や農業者グループの活動への参加のしやすさ 

   女性農業者の研修会や地域の農業者グループの活動への参加のしやすさについて

は、「参加したいと思わない」と回答した割合が31.4％と最も高く、次いで「参加しづ

らい」（28.4％）、「参加しやすい」（23.6％）の順であった。（詳細は、統計表の１

(14)参照） 

 

図５ 女性農業者の研修会や農業者グループの活動への参加のしやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 女性農業者の研修会や農業者グループの活動に参加しやすくするための有効な取組 

   女性農業者の研修会や地域の農業者グループの活動に参加しやすくするための有効

な取組については、「行政からの声かけ」と回答した割合が43.3％と最も高く、次いで

「グループ活動や研修参加中の農作業サポート」（37.6％）、「男性に対する女性活躍

の理解促進」（25.7％）の順であった。（詳細は、統計表の１(15)参照） 

 

図６ 女性農業者の研修会や農業者グループの活動に参加しやすくするための有効な取組 

（複数回答） 
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(7) 農業経営と家事・育児・介護の分担に関して、主に担当しているもの 

   農業経営と家事・育児・介護の分担に関して、主に担当しているものについては、女

性農業者では、「家事」と回答した割合が全体の90.8％と最も高く、次いで「農業経営」

（47.3％）の順であった。 

男性農業者では、「農業経営」と回答した割合が全体の 97.3％と最も高く、次いで

「家事」（10.6％）の順であった。（詳細は、統計表の１(16)及び２(6)参照） 

 

図７ 農業経営と家事・育児・介護の分担に関して、主に担当しているもの（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 農業経営と家事・育児・介護との分担に関して、パートナーとの分担 

   農業経営と家事・育児・介護との分担に関して、パートナーとの分担が適正だと感じ

ているかについては、女性農業者では「適正な分担だと思う」と回答した割合が 65.9

％、「適正な分担だと思わない」と回答した割合が26.4％であった。 

男性農業者では、「適正な分担だと思う」と回答した割合が 81.7％、「適正な分担

だと思わない」と回答した割合が12.2％であった。（詳細は、統計表の１(17)及び２(7)

参照） 

 

図８ 農業経営と家事・育児・介護との分担に関して、パートナーとの分担 
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(9) 農業経営と家事・育児・介護との分担に関して、自身の分担において最も減らしたいもの 

   (8)で「適正な分担だと思わない」と回答した女性農業者が、自身の分担において最

も減らしたいものについては、「家事」と回答した割合が全体の57.7％と最も高く、次

いで「農業経営」（19.5％）の順であった。 

(8)で「適正な分担だと思わない」と回答した男性農業者が、自身の分担において最

も減らしたいものについては、「農業経営」と回答した割合が全体の 46.4％と最も高

く、次いで「家事」（29.9％）の順であった。（詳細は、統計表の１(18)及び２(8)参

照） 

 

図９ 農業経営と家事・育児・介護との分担に関して、自身の分担において 

最も減らしたいもの 
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(10) 女性がバランスの取れた農業経営への関わり方を実現するための有効な取組 

   女性農業者がバランスの取れた農業経営への関わり方を実現するための有効な取組

については、「農作業の省力化（機械化・ITの活用）」と回答した割合が全体の45.0

％と最も高く、次いで「農業技術・経営等に関する知識の習得」（41.5％）の順であ

った。 

男性農業者が女性のバランスの取れた農業経営への関わり方を実現するための有効

な取組については、「農作業の省力化（機械化・ITの活用）」と回答した割合が全体

の54.1％と最も高く、次いで「農業技術・経営等に関する知識の習得」（51.1％）の

順であった。（詳細は、統計表の１(19)及び２(9)参照） 

 

図10 女性がバランスの取れた農業経営への関わり方を実現するための有効な取組 

（複数回答） 
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２ 団体経営体 

(1) 女性が働いている経営体 

自身の経営体で女性が働いているかについては、「働いている」と回答した割合が

75.2％、「働いていない」と回答した割合が21.3％であった。（詳細は、統計表の３

(1)参照） 

図11 自身の経営体で女性が働いているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 女性の雇用について 

今後、女性をどの程度雇用していきたいかについては、「いい人がいれば雇用した

い」と回答した割合が全体の51.2％と最も高く、次いで「更なる雇用は考えていない」

（28.1％）の順であった。（詳細は、統計表の３(4)参照） 

 

図 12 今後、女性をどの程度雇用していきたいか 
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(3) 現在女性が従事する業務、今後女性に従事してほしい業務 

(1)で「働いている」と回答した団体経営体において、現在、女性が従事している業

務については、「生産部門」と回答した割合が全体の84.4％と最も高く、次いで「会計

部門」（41.1％）の順であった。 

(1)で「働いている」と回答した者又は(2)で「積極的に雇用していきたい」若しくは

「いい人がいれば雇用したい」と回答した団体経営体において、今後、女性に従事して

ほしい業務については、「生産部門」と回答した割合が全体の76.7％と最も高く、次い

で「会計部門」（41.8％）の順であった。（詳細は、統計表の３(3)及び３(6)参照） 

 

図 13 現在女性が従事する業務、今後女性に従事してほしい業務（複数回答） 
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(4) 今後、女性の雇用拡大のために取り組みたいこと 

(1)で「働いている」と回答した者又は(2)で「積極的に雇用していきたい」若しくは

「いい人がいれば雇用したい」と回答した団体経営体において、今後、女性の雇用拡大

のために取り組みたいことについては、「働きやすい勤務形態（フレックスタイム制、産

休・育休制度、休みの取りやすい勤務体制）の整備」と回答した割合が全体の61.8％と

最も高く、次いで「福利厚生施設（女性専用トイレ、更衣室、休憩室等）の充実」（42.2

％）の順であった。（詳細は、統計表の３(7)参照） 

 

図14 今後、女性の雇用拡大のために取り組みたいこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 女性の働きやすい環境整備に向けて最も優先して確保したい施設又は備品 

(1)で「働いている」と回答した者又は(2)で「積極的に雇用していきたい」若しくは

「いい人がいれば雇用したい」と回答した団体経営体において、女性の働きやすい環境

整備に向けて最も優先して確保したい施設又は備品については、「女性専用トイレ」と

回答した割合が全体の27.8％と最も高く、次いで「休憩室」（15.8％）の順であった。

（詳細は、統計表の３(9)参照） 

  

図 15 女性の働きやすい環境整備に向けて最も優先して確保したい施設又は備品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(61.8)

(42.2)

(38.2)

(18.0)

(11.9)

(6.5)

(1.8)

(7.5)

0 10 20 30 40 50 60 70

働きやすい勤務形態（フレックスタイム制、産休・

育休制度、休みの取りやすい勤務体制）の整備

福利厚生施設（女性専用トイレ、更衣室、休憩室

等）の充実

農作業のきつさを軽減する工夫（アシストスーツ、

高さを調整できる作業台等の導入）

人事評価や昇給の仕組みの整備

特に取り組みたいものはない

託児サービスの提供

その他

無回答

団体経営体：704経営体

（％）

(27.8)

(15.8)

(13.8)

(7.1)

(5.3)

(2.6)

(2.1)

(3.4)

(22.2)

0 10 20 30

女性専用トイレ

休憩室

女性専用更衣室

高さを調整できる作業台

アシストスーツ

シャワールーム

託児スペース

その他

無回答

団体経営体：704経営体

（％）



- 11 - 

 

【参考】 

女性農業者の現在の農業経営への関わり方別の今後の農業経営への関わり方の意向をみ

ると以下のとおりであった。 

 

現在の農業経営への関わり方別に今後の農業経営への関わり方の意向をみると、いずれ

の関わり方においても、現在の関わり方と同様の関わり方をしたいとの回答割合が最も高

かった。 

また、「経営者として関わりたい」及び「共同経営者として関わりたい」と回答した女

性農業者の割合の合計は、現在「経営者として関わっている」が84.8％と最も高く、次

いで「共同経営者として関わっている」が83.3％、「特定部門の責任者として関わって

いる」が13.8％、「農作業以外の事務作業に関わっている」が9.5％、「パートナーやそ

の親族等が経営を行い、必要に応じて意見を述べている」が6.8％、「指示された農作業

だけを手伝っている」が5.4％であった。 

 

図16 現在の農業経営への関わり方別の今後の農業経営への関わり方の意向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：１ 回答のうち、「無回答」は「その他」に含めている。 

２ 今後の関わり方で「現状通りでよい」と回答した者は、現在の関わり方と同様の関わり方にまとめている。 
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【統計表】 

 https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040068730&ext=xls 

 

【調査の概要】 

https://www.maff.go.jp/j/finding/mind/attach/pdf/women_ikou.pdf 
 

【ホームページ掲載案内】 

  本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「農林水産

行政等に対する意識・意向調査」でご覧いただけます。 

  https://www.maff.go.jp/j/finding/mind/ 

 

【関連リンク】 

女性の活躍を応援します：農林水産省＞組織別から探す＞経営局＞女性の活躍推進 

   https://www.maff.go.jp/j/keiei/jyosei/  

 

 
 
 
◎本調査結果について 

農林水産省 経営局 就農・女性課 女性活躍推進室 
環境整備班 
電話：（代表）03-3502-8111 内線：5207 

（直通）03-3591-5831 
 
◎食料・農林水産業・農山漁村に関する意識・意向調査 
について 
農林水産省  大臣官房統計部 
統計企画管理官 統計解析班 

電話：（代表）03-3502-8111 内線：3580 
（直通）03-3502-5631 

 
◎農林水産統計全般について 

農林水産省  大臣官房統計部 
統計企画管理官 統計広報推進班 

電話：（代表）03-3502-8111 内線：3589 
（直通）03-6744-2037  

 

 

 

お問合せ先 

政府統計の総合窓口 
（ｅ-Sｔａｔ） 

https://www.e-stat.go.jp/ 


